
(57)【要約】
本発明は、被覆分散液を用いて触媒活性被覆で、被覆分散液に対する吸収性が異なる少な
くとも２種の部分構造を有する触媒担体を被覆する方法に関する。この方法は、燃焼可能
な材料又は液体で触媒担体を予備被覆することにより部分構造の吸収性を相互に相対的に
変更し、その後で触媒被覆を公知の方法でフィルタボディに塗布し、乾燥し及び／又はか
焼することを特徴とする。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 覆 分 散 液 に 対 す る 吸 収 性 が 異 な る 、 少 な く と も ２ 種 の 部 分 構 造 を 有 す る 触 媒 担 体 を 、
被 覆 分 散 液 を 使 用 し て 触 媒 活 性 被 覆 で 被 覆 す る 方 法 に お い て 、 前 記 触 媒 担 体 を 予 備 被 覆 す
る こ と に よ り 少 な く と も 一 方 の 部 分 構 造 の 吸 収 性 を 変 更 し 、 そ の 後 に 触 媒 被 覆 を 塗 布 す る
、 触 媒 担 体 を 被 覆 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 燃 焼 可 能 な 、 気 化 可 能 な 及 び ／ 又 は 蒸 発 可 能 な 材 料 で 予 備 被 覆 を 行 う 、 請 求 項 １ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 燃 焼 可 能 な 材 料 と し て 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ワ ッ ク ス 又 は ワ ッ ク ス エ マ ル シ ョ ン を
使 用 す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 水 を 用 い て 予 備 被 覆 を 行 う 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 水 と 混 合 可 能 な 液 体 を 用 い て 予 備 被 覆 を 行 う 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 水 と 混 合 可 能 な 液 体 と し て ア ル コ ー ル を 使 用 す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 水 と 混 合 不 可 能 な 有 機 液 体 を 用 い て 予 備 被 覆 を 行 う 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 水 と 混 合 不 可 能 な 有 機 液 体 と し て 炭 化 水 素 を 使 用 す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 予 備 被 覆 媒 体 は 、 触 媒 活 性 材 料 及 び ／ 又 は そ の 前 駆 体 を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の
い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 触 媒 担 体 と し て 、 第 １ の 部 分 構 造 と し て 多 孔 性 フ ィ ル タ マ ッ ト を 有 し 、 第 ２ の 部 分 構 造
と し て 無 孔 性 金 属 箔 を 有 す る フ ィ ル タ 触 媒 を 使 用 す る 、 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 触 媒 担 体 を 予 備 被 覆 媒 体 中 に 浸 漬 す る か 、 又 は 予 備 被 覆 媒 体 を 触 媒 担 体 中 に 吸 引 さ せ る
こ と に よ り 予 備 被 覆 を 行 う 、 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 触 媒 被 覆 を 、 塗 布 後 に 乾 燥 及 び ／ 又 は か 焼 す る 、 請 求 項 １ か ら １ １ ま で の い ず れ か １ 項
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ２ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 可 能 な 触 媒 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 触 媒 担 体 と 、 そ の 上 に 設 け ら れ た 触 媒 活 性 被 覆 と を 有 す る 触 媒 に お い て 、 触 媒 担 体 は 少
な く と も ２ 種 の 部 分 構 造 を 有 し 、 前 記 部 分 構 造 の 第 １ の 部 分 構 造 は 高 い 多 孔 性 を 有 し 、 第
２ の 部 分 構 造 は わ ず か な 多 孔 性 を 有 し 、 か つ 触 媒 活 性 被 覆 の 全 質 量 が 触 媒 担 体 上 に 存 在 し
、 そ の 際 、 前 記 被 覆 の 全 質 量 の 最 大 ８ ０ ％ が 高 い 多 孔 性 を 有 す る 部 分 構 造 上 に 存 在 す る 、
触 媒 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 被 覆 の 全 質 量 の 最 大 ５ ０ ％ が 高 い 多 孔 性 を 有 す る 部 分 構 造 上 に 存 在 す る 、 請 求 項 １
４ 記 載 の 触 媒 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 被 覆 の 全 質 量 の 最 大 ３ ０ ％ が 高 い 多 孔 性 を 有 す る 部 分 構 造 上 に 存 在 す る 、 請 求 項 １
４ 記 載 の 触 媒 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 種 の 異 な る 部 分 構 造 を 有 す る 触 媒 担 体 を 、 触 媒 活 性 被 覆 で 被 覆 す る 方 法 並
び に 前 記 方 法 に よ り 得 ら れ た 触 媒 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ 種 の 異 な る 部 分 構 造 を 有 す る 触 媒 担 体 は 、 自 動 車 排 気 ガ ス 触 媒 の 分 野 で ま す ま す 使 用
さ れ て い る 。 特 に 、 こ の 触 媒 担 体 は 、 特 に デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 排 気 ガ ス か ら カ ー ボ ン 粒
子 を 除 去 す る た め の フ ィ ル タ ボ デ ィ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ま で に 、 こ の 使 用 目 的 の た め の 多 様 な タ イ プ の フ ィ ル タ は 公 知 で あ っ た 。 広 く 普 及
し て い る の は い わ ゆ る ウ ォ ー ル フ ロ ー フ ィ ル タ で あ る 。 こ れ は 、 流 入 端 面 か ら 流 出 端 面 ま
で 排 気 ガ ス 用 の 平 行 な 流 路 が 通 さ れ て い る 円 柱 形 の モ ノ リ ス フ ィ ル タ ボ デ ィ で あ る 。 こ の
フ ィ ル タ ボ デ ィ は 一 体 式 の 多 孔 性 セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら な り 、 例 え ば 押 出 に よ り 製 造 さ れ る
。 こ の フ ィ ル タ 効 果 を 達 成 す る た め に 、 こ の 流 路 は 流 入 端 面 及 び 流 出 端 面 で 交 互 に 目 封 じ
さ れ て い る た め 、 こ の 流 路 は 流 入 路 と 流 出 路 と に 分 け ら れ 、 排 気 ガ ス は フ ィ ル タ ボ デ ィ を
通 過 す る 際 に 、 流 入 路 か ら 流 路 間 の 多 孔 性 の 分 離 壁 を 通 過 し て 流 出 路 へ と 移 ら な け れ ば な
ら な い 。 こ の 場 合 に 、 排 気 ガ ス 中 に 含 ま れ る カ ー ボ ン 粒 子 が 排 気 ガ ス 流 か ら 濾 別 さ れ 、 流
入 路 の 壁 部 に 堆 積 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 他 の タ イ プ の フ ィ ル タ は 、 例 え ば 刊 行 物 DE 197 04 147 A1及 び DE 201 17 873 U1に 記 載
さ れ て い る 。 こ の タ イ プ の フ ィ ル タ の フ ィ ル タ ボ デ ィ は 、 フ ィ ル タ ボ デ ィ を 流 通 す る ガ ス
流 か ら 粒 子 を 捕 捉 す る た め に 、 ガ ス 不 透 過 性 の 第 １ の 層 と 、 ガ ス 透 過 性 の 第 ２ の 層 と を 有
し 、 こ れ ら の 層 は 、 排 気 ガ ス の た め に 流 通 可 能 な 通 路 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
こ の ガ ス 透 過 性 の 第 ２ の 層 は 、 多 孔 性 フ ィ ル タ マ ッ ト か ら な り 、 ガ ス 不 透 過 性 の 第 １ の 層
は 複 数 の ブ レ ー ド が 設 け ら れ て い て 、 こ れ ら の ブ レ ー ド は ガ ス 透 過 性 の 通 路 内 へ 突 出 し 、
か つ 排 気 ガ ス の 大 部 分 を 多 孔 性 の 第 ２ の 層 へ 向 け 、 か つ こ の 多 孔 性 の 第 ２ の 層 を 通 過 さ せ
る 。 こ の フ ィ ル タ の 特 別 な 利 点 は 、 カ ー ボ ン 堆 積 に よ る 閉 塞 す る 傾 向 が 少 な い こ と で あ る
。 こ の フ ィ ル タ は つ ま り ２ 種 の 異 な る 部 分 構 造 、 つ ま り 多 孔 性 の フ ィ ル タ マ ッ ト と ガ ス 不
透 過 性 の 第 １ の 層 と を 有 す る 。 こ の タ イ プ の フ ィ ル タ ボ デ ィ は 、 以 後 、 フ ィ ル タ 触 媒 と 表
し 、 ウ ォ ー ル フ ロ ー フ ィ ル タ と は 区 別 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 排 気 ガ ス か ら の カ ー ボ ン 粒 子 の 堆 積 及 び 除 去 に 対 し て 付 加 的 に 、 頻 繁 に 、 排 気 ガ ス 及 び
／ 又 は 排 気 ガ ス に 添 加 さ れ る 成 分 、 例 え ば 尿 素 の 触 媒 に よ る 処 理 が 望 ま し い 。 こ の 目 的 の
た め に 、 フ ィ ル タ は 触 媒 に よ り 被 覆 す る こ と が で き る 。 こ の 被 覆 は 、 触 媒 活 性 成 分 と し て
白 金 及 び ／ 又 は パ ラ ジ ウ ム を 含 有 す る 酸 化 活 性 被 覆 で あ る か 、 又 は 例 え ば 酸 化 セ リ ウ ム 及
び ／ 又 は 酸 化 バ ナ ジ ウ ム を 含 有 す る い わ ゆ る カ ー ボ ン 燃 焼 被 覆 で あ る こ と が で き る 。 他 の
触 媒 作 用 を 備 え た 被 覆 、 例 え ば 窒 素 酸 化 物 の 吸 蔵 及 び 窒 素 酸 化 物 の ア ン モ ニ ア に よ る 選 択
的 な 接 触 還 元 も 同 様 に 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 有 利 に 、 こ の フ ィ ル タ の 触 媒 被 覆 は い わ ゆ る 分 散 液 被 覆 で あ り 、 前 記 被 覆 中 で は 、 触 媒
活 性 成 分 は 微 細 粒 の 担 体 材 料 、 例 え ば 活 性 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 上 に 高 度 に 分 散 し た 形 で 存 在
す る 。 こ の 種 の 被 覆 は 、 触 媒 活 性 成 分 の 触 媒 能 力 の 最 適 な 利 用 を 保 証 す る 。 こ の 触 媒 活 性
成 分 で 被 覆 さ れ た 担 体 材 料 は 、 以 後 、 触 媒 材 料 と 表 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 フ ィ ル タ ボ デ ィ の 被 覆 の た め に 、 触 媒 材 料 を ま ず キ ャ リ ア 液 、 大 抵 は 水 中 に 分 散 さ せ る
。 被 覆 の た め に 、 ま ず 例 え ば 、 フ ィ ル タ ボ デ ィ に 分 散 液 を 注 ぎ か け る か 、 フ ィ ル タ ボ デ ィ
を 分 散 液 中 に 浸 漬 す る か 、 又 は 分 散 液 を フ ィ ル タ ボ デ ィ 中 に 吸 引 す る か 圧 送 す る 。 過 剰 量
の 被 覆 分 散 液 は 、 そ の 後 、 圧 縮 空 気 を 用 い た 吹 き 飛 ば し 又 は 吸 い 出 し に よ り 除 去 さ れ る 。
引 き 続 き 、 こ の 被 覆 を 乾 燥 し か つ ／ 又 は ３ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ℃ の 温 度 で か 焼 す る 。 有 利 な 実 施
態 様 の 場 合 に は 、 こ の 熱 処 理 を ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ で 実 施 す る 。 こ こ に 記 載 さ れ た 技 術 は 、
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自 動 車 排 気 ガ ス 触 媒 の 分 野 の 当 業 者 に 公 知 で あ り 、 従 っ て 詳 細 に 記 載 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 フ ィ ル タ 触 媒 の 被 覆 の 場 合 の 本 質 的 な 問 題 は 、 こ の 触 媒 の ２ つ の 部 分 構 造 が 、 被 覆 分 散
液 に 対 し て 異 な る 吸 収 性 を 示 す こ と に あ る 。 フ ィ ル タ 触 媒 の 場 合 に は 、 フ ィ ル タ ボ デ ィ 上
に 塗 布 さ れ た 被 覆 分 散 液 の 大 部 分 が 多 孔 性 フ ィ ル タ マ ッ ト 中 に 堆 積 す る 。 そ れ に よ り こ の
気 孔 が 閉 塞 し 、 従 っ て フ ィ ル タ 効 果 は 失 わ れ て し ま う 。 こ の フ ィ ル タ ボ デ ィ は 、 そ れ に よ
り 、 高 い 排 気 ガ ス 背 圧 を 示 す 単 純 な 貫 流 モ ノ リ ス と し て 作 用 す る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 先 行 技 術 の 問 題 及 び 欠 点 を 克 服 す る こ と で あ る 。 更 に 、 被 覆 分 散 液 に
対 し て 異 な る 吸 収 性 を 特 徴 と す る ２ つ の 異 な る 部 分 構 造 を 有 す る 触 媒 担 体 を 、 触 媒 活 性 被
覆 で 被 覆 で き 、 そ の 際 に 、 部 分 構 造 上 の 被 覆 濃 度 は 相 互 に 十 分 に 無 関 係 に 調 節 可 能 で あ る
方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。 特 に 、 触 媒 担 体 の 多 孔 性 の 部 分 構 造 は 被 覆 分 散 液 の 過 剰 の 堆
積 に よ り 、 そ の 機 能 を 損 ね る か 又 は 完 全 に 使 用 不 能 に な る こ と を 避 け る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 課 題 は 、 少 な く と も 一 方 の 部 分 構 造 の 吸 収 性 を 、 触 媒 担 体 の 予 備 被 覆 に よ り 変 更
し 、 そ の 後 に 触 媒 被 覆 を 設 け る こ と に よ り 解 決 さ れ る 。 部 分 構 造 の 吸 収 性 を 相 互 に 相 対 的
に 変 更 す る の が 好 ま し い 。 有 利 な 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 吸 収 性 の 変 更 を 、 気 孔 充 填 、 一 方
又 は 両 方 の 部 分 構 造 体 の 親 水 化 及 び ／ 又 は 疎 水 化 に よ り 行 う 。 有 利 に は 、 吸 収 性 の 変 更 を
、 気 孔 充 填 及 び ／ 又 は 一 方 又 は 両 方 の 部 分 構 造 体 の 疎 水 化 に よ り 行 う 。 フ ィ ル タ ボ デ ィ 上
へ の 触 媒 被 覆 の 塗 布 は 、 公 知 の 方 法 で 行 う の が 有 利 で あ る 。 塗 布 後 に 、 こ の 被 覆 は 乾 燥 及
び ／ 又 は か 焼 さ れ る 。 有 利 な 実 施 態 様 の 場 合 に 、 乾 燥 及 び ／ 又 は か 焼 は 、 触 媒 材 料 の 塗 布
後 に 及 び 少 な く と も １ 種 の 予 備 被 覆 媒 体 で 予 備 被 覆 し た 後 に 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 有 利 な 本 発 明 に よ る 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 触 媒 被 覆 の 熱 処 理 の 際 に 、 予 備 被 覆 媒 体 は 排
除 さ れ る 。 他 の 有 利 な 本 発 明 に よ る 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 予 備 被 覆 媒 体 の 排 除 は 付 加 的 な
手 段 を 用 い て 、 例 え ば 有 利 に 他 の 熱 処 理 に よ っ て 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 触 媒 担 体 の 予 備 被 覆 は 、 有 利 に 、 予 備 被 覆 媒 体 と し て 少 な く と も １ 種 の 燃 焼 可 能 な 材 料
、 及 び ／ 又 は 少 な く と も １ 種 の 蒸 発 可 能 も し く は 気 化 可 能 な 材 料 を 用 い て 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 蒸 発 可 能 も し く は 気 化 可 能 な 材 料 と し て 、 有 利 に 水 と 混 合 可 能 な 液 体 、 水 と 混 合 不 可 能
な 液 体 又 は 水 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 燃 焼 可 能 な 材 料 と し て 、 有 利 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ワ ッ ク ス 又 は 他 の 疎 水 性 物 質 が
使 用 さ れ る 。 こ れ ら は 、 本 発 明 の 有 利 な 実 施 態 様 の 場 合 に 、 溶 解 さ せ た 形 で 又 は エ マ ル シ
ョ ン と し て 塗 布 さ れ 、 有 利 に 触 媒 被 覆 の 塗 布 の 前 に 乾 燥 さ れ る 。 こ の 方 法 に よ り 、 有 利 に
少 な く と も 一 方 の 部 分 構 造 は 疎 水 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 有 利 に 、 水 と 混 合 可 能 な 液 体 、 例 え ば ア ル コ ー ル 、 又 は 水 と 混 合 不 可 能 な 有 機 溶 剤 、 例
え ば 炭 化 水 素 が 予 備 被 覆 及 び 気 孔 充 填 の た め に 使 用 さ れ る 。 特 に 有 利 に 、 水 が 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 方 法 は 、 特 に 、 ２ 種 の 部 分 構 造 に よ り 異 な る 多 孔 性 を 特 徴 と し 、 そ れ に よ り 被 覆 分
散 液 に 対 し て 異 な る 吸 収 性 を 特 徴 と す る 、 い わ ゆ る フ ィ ル タ 触 媒 の 被 覆 の た め に 適 し て い
る 。 フ ィ ル タ 触 媒 の 第 １ の 部 分 構 造 は 、 例 え ば 多 孔 性 フ ィ ル タ マ ッ ト を 有 し 、 第 ２ の 部 分
構 造 は 無 孔 性 の 、 例 え ば 平 坦 な 金 属 シ ー ト を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 触 媒 担 体 の 予 備 被 覆 は 、 有 利 に 少 な く と も １ 種 の 予 備 被 覆 媒 体 と の 接 触 に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 触 媒 担 体 の 予 備 被 覆 は 、 有 利 に 水 又 は 液 状 ワ ッ ク ス 中 へ の 浸 漬 に よ っ て 行 う 。 そ れ に よ
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り 、 多 孔 性 部 分 構 造 の 気 孔 は 予 備 被 覆 液 で 部 分 的 に 又 は 完 全 に 充 填 さ れ る た め 、 引 き 続 く
被 覆 の 際 に 、 被 覆 分 散 液 は も は や 多 孔 性 部 分 構 造 の 深 部 に ま で 浸 入 で き な い 。 こ の 部 分 的
な 充 填 は 、 触 媒 担 体 を 完 全 に 浸 漬 さ せ た 後 に 、 相 応 す る 吹 き 飛 ば し 又 は 乾 燥 に よ り 調 節 す
る こ と が で き る 。 更 に 、 有 利 な 適 当 な 方 法 は 吸 引 で あ り 、 そ の 際 に 、 こ の ボ デ ィ の 一 方 の
端 面 を 液 体 中 に 置 き 、 こ の 液 体 を 毛 管 力 に よ っ て 触 媒 担 体 の 多 孔 性 の 部 分 構 造 体 中 で 選 択
的 に 上 昇 さ せ る 。 こ の 手 段 に よ っ て 、 被 覆 分 散 液 に 対 し て ２ つ の 部 分 構 造 の 吸 収 性 を 、 相
互 に 相 対 的 に 適 切 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 特 に 有 利 な 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 少 な く と も １ 種 の 予 備 被 覆 媒 体 が 触 媒 活 性 材
料 又 は そ の 前 駆 体 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 触 媒 活 性 材 料 も し く は そ の 前 駆 体 は 、 排 除 後 に 、 少 な く と も 一 方 の 、 有 利 に 多 孔 性
の 部 分 構 造 上 に 少 な く と も 残 留 し 、 従 っ て 付 加 的 な 触 媒 被 覆 を 形 成 す る 。 有 利 な 本 発 明 に
よ る 実 施 態 様 の 場 合 に は 、 ２ 種 の 部 分 構 造 を 有 す る 触 媒 担 体 を 水 で 予 備 被 覆 し 、 こ の 水 に
硝 酸 セ リ ウ ム を 添 加 し 、 被 覆 分 散 液 を 有 利 に 無 孔 性 部 分 構 造 上 に 塗 布 し 、 乾 燥 し か つ ／ 又
は か 焼 し た 後 に 、 酸 化 セ リ ウ ム の 形 で 多 孔 性 部 分 構 造 上 に 残 留 さ せ る 。 従 っ て 、 少 な く と
も 一 方 の 部 分 構 造 上 に 及 び ／ 又 は 両 方 の 部 分 構 造 上 に 、 異 な る 成 分 及 び ／ 又 は 機 能 の 被 覆
を 有 す る 触 媒 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 多 孔 性 部 分 構 造 と し て 多 様 な 繊 維 直 径 を 有 す る 不 織 布 を 有 し か つ 第 ２ の 無 孔 性 部 分 構 造
と し て 波 状 の 金 属 箔 を 有 す る フ ィ ル タ 触 媒 を 用 い た 被 覆 試 験 に お い て 、 ２ ２ μ ｍ の 繊 維 直
径 を 有 す る 不 織 布 の 場 合 に 、 全 体 の 被 覆 質 量 の ９ ５ ％ は 不 織 布 中 に 堆 積 さ れ 、 ５ ％ だ け が
金 属 シ ー ト 上 に 堆 積 さ れ た 。 １ ２ μ ｍ の 繊 維 直 径 を 有 す る 不 織 布 の 場 合 に は 、 ９ ８ ％ 対 ２
％ の 割 合 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 水 を 用 い た フ ィ ル タ 触 媒 の 予 備 被 覆 に よ り 、 全 体 の 被 覆 質 量 の 最 大 で ８ ０ ％ 、 有 利 に 最
大 で ５ ０ ％ 、 特 に 有 利 に ３ ０ ％ だ け が 不 織 布 上 に 堆 積 す る こ と を 達 成 す る こ と が で き た 。
そ れ に よ り 、 フ ィ ル タ 触 媒 の 多 孔 性 部 分 構 造 の フ ィ ル タ 機 能 の 被 覆 に よ る 破 壊 は 阻 止 さ れ
る 。
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